
畳8◎由然現象

10-1.時間 (季節 ･1日の区分)

10-1-1.季節

春と秋､春は雪が消える前 (出稼ぎで働きに出る前)に､秋は10月頃､寒 くならないうちに

畑のものをとった後に､カムイノミ(kamuynomi)をした｡これは魯長さんの家でないとでき

ない｡神にミズキのイナウを作ってあげた｡人々が大勢集まり､ トウキビで酒を造った｡ザル

で渡して､しぼった (濁 り酒)､アワのシトギを作 り､丸いヘラのような (穴あきの)杓子でそ

れをすくった｡それをルサ rusa(カヤで編んだスダレ)の上に並べて乾かす｡

春と秋に魚が取れるようにカムイ ノミ kamuynomiをした｡

春3月頃は､昼間潮が弓ほ ､夜満ちる｡夏は昼間潮が引き､海草干しに良い｡夜は潮が満ち

て干せない｡秋になると夜の潮がよく引く｡冬は夜潮が弓は ､昼に満ちる｡旧暦で 1日､15日

は潮が引く｡潮が引くはシラリサッテクsirarisattekという｡潮がこむと風も強くなる｡

ここから見える虻田の高い山には春遅 くまで雪がある｡この山の雪が融けるとニシンが来る｡

その山を-ロキ ウパシherokiupasと呼んだ｡

カッコウ (カクコ kakko)が来たら何を蒔いてもよい｡春にガス (ウラノレurar)が来ると､

いろいろの渡り鳥が集まって来ると婆あさん達が言っていた｡ガスがかかってからでないとカ

ッコウは鳴かない｡

[有珠､堀崎さく氏]

10-1-3.1日の時間区分

シリクンネ sirkunne｢暗 くなる｣

ニサッnisat ｢明るくなること｣

｢ピソカ メノコ と こサッタノ モコロ ニサッタ パシクル チシ コラチ｣pirkano

menokoとnisattanomokornisattapaskurciskoraciとかいう歌があった｡｢きれいな女と早

く寝ろ､夜明けカラスの鳴くように｣という意味｡

[有珠､堀崎さく氏]

10-2.気象 ･天候

シルウェン sirwen｢天気が悪い｣

シリピリカ sirpirka｢天気が良い｣

タント シリウェン tantosirwen｢今日は天気が悪い｣
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[有珠､堀崎さく氏〕

10-2-1.寒さ

寒い :シン ナム sinrlam｡(水が冷たいのも､ナム namである｡冷たい水 :ナム ワタカ

nanwakka)｡

とてもしばれる (とても寒い):ネプ シン ナム アムマ nepsinnamamma｡

寒い :メ-アン mean

[有珠､堀崎さく氏]

10-2-2.暑さ

暖かい :シリ ボプケ sirpopke｡

暑い :シリ セ-セクsirsさsek｡｢暑いなあ｣:シリ セ-セク ワ sirsさsekwa(お湯が
熱いのもセ-セクSさsekである｡この湯は熱い :タン ウ-セイ セ-セク tandseysさsek)｡

[有珠､堀崎さく氏]

10｢2-4.風

風がふ く:レ-ラ アシ rさraas°

[有珠､堀崎さく氏]

10-2-6.霧 ･雨･雪

ウェこ weni｢雨｣

タント ウェニ アシ tantowenias｢今日雨降った｣

ウパ シ upas｢雪｣

[有珠､堀崎さく氏]

10-3.天体

チュプカムイ Cupkamuyはお月さんのこと｡

[有珠､堀崎さく氏]

10-4.地理 ｡地形

10-4-1 コタンと近隣の状況

私の生まれた豊浦はベンベとも言った｡コタンは､今の豊浦駅の前にあって､ベンベ川がそ

ばを流れていたが､駅ができたとき､立ち退きさせられた｡

伊達とナガワの間のオサル川は今はサカナがのぼらないが昔はのぼったのではないか｡昔の

人もサカナとった話をきかない｡シカとり､クマとりの話もきかない｡

[有珠､陸辺ミツ氏]

母の子供の頃はアキアジの川で靴を作った｡

[有珠､芦原サイ氏]

虻田には､川が無い､飲み水の小川だけ｡付近にも川はない｡サケ､マスの入る川は知らな



い｡水は井戸を掘っていた｡わき水は善光寺のところに一つあるだけ｡だから秋味もとれなか

った｡

自分は虻田で明治43年に生まれた｡覚えた頃は汽車もなく､今の役場辺りに土人学校とシャ

モの学校があった｡役場と第 2学校 (土人学校､21名)のすぐ下に学校への坂道があった｡当

時､アイヌの人がたくさんいた｡親戚が皆かたまっていた｡ワッカエカシ､イヌベカエカシ(虻

田の人)､口家九蔵 (酋長で､わしの孫婆あさんの連れあい)などがいた｡当時のアイヌは漁師

をしたり､畑を作ったり､出稼ぎ (ラッコ船など)をしたりしていた｡わしの子供の頃はクマ

の仔を預かっている人もいた (口家九蔵)｡

昔からここのアイヌは川漁をしない｡

自分が育った時､役場のすぐ下の口家九蔵の家は大きくて､人を集めて何かにとやる時に使

った｡

[有珠､堀崎さく氏]

10-4-2 地形名称

山をヌプリnupuriという｡

砂はオタ otaという｡

[有珠､堀崎さく氏]

10-4-3 方向名称

二ljL卑

方角をどう言ったかは､東風がヤマセと言うのしか知らない｡

[有珠､芦原サイ氏]

7月に東から吹く｢やませ｣はメナシ menasという｡風はレ-ラ reraという｡お彼岸過ぎ

になって逆 (南西)から吹く ｢かわせ｣はイタサ レラ itasareraという｡イタサは引き返す

という意味｡沖に出るとかわせに気をつけろという｡かわせと波が一緒に来るものを｢ひかた｣

とか ｢たちかわせ｣という｡

[有珠､堀崎さく氏]

10-4-4.地理･地名

音､トコタン tokotanというアイヌの村が今の虻田の築港のあたりにあったが､有珠山の噴

火の泥流で全滅したそうだ｡

豊浦の奥にコンプという山があるが､それは､津波でコンプが上がって山に引っかかったか

らだという｡

焼山 (有珠山)のような山をヌプリnupuriという｡昔の人は大切に拝んでいて､登山はしな

かった｡ヌプル カムイnupurkamuyというのは ｢あらたかな神｣ということだ｡

[有珠､堀崎さく氏]

有珠善光寺の近くの山を戦争中に切 り崩したら､たくさんの骨が出てきた｡昔の裁判所の跡

だと母が言っていた｡裁判所のことをクサイパン kusaypanと言っていた｡



[有珠､芦原サイ氏]

有珠善光寺の向いに島がある｡それを父たちはブタサ ウシ モシリ pukusausmosirと言

っていた (地図5､6)｡ブクサ pukusaとはキトピロ (ギョウジャニンニク)のこと｡その向

い側にポロ ノッ poronotがとび出ている｡これを目当てに舟が入って来る｡

[有珠､芦原サイ氏]

有珠山は､子供の頃､｢焼山｣と言った｡

[有珠､陸辺ミツ氏､芦原サイ氏]

虻田の流域をペ トルル petOrurという｡カムイ ワクカ kamuywakkaというのは､鉱山か

ら流れて来る赤い川 (フーレ ペッ harepetと呼ばれる)の水のことで､｢あかくらさん｣と

いうお宮のそばの ｢やちけ｣(湿地)のあるところが､きれいに澄んでいるのでそこから水を汲

んできた｡渋みのある水だった｡一升ぴんで水を汲んできた｡

虻田から洞爺湖にのぼって行 くと､途中､左手の中学校の上に､高い山があって､それをノ

ットコ nottokoという｡

ニナルカ ninarkaというところもある｡

ポロノットporonottoというすぐそこの山を大事にして拝んでいた｡有珠の港(ボン マ pon

ma)に出ている山のこと｡昔のアイヌの家はボンマの回りにあった｡ボンマの向こうの入り江

はノヤノマというが､そこにもアイヌの家があった｡

アル トリの方までは磯になっているが､それから先はあまり磯がなかった｡

ビスン｡コタン pisunkotanは日高で聞いた言葉だ｡荻伏と浦河の問がイカンタイ (地名)

で､イカンタイから上の方､奥の方は知らない｡浜から近いコタンをビスン｡コタンと言った｡

(地図4､ 5､6参照)

[有珠､堀崎さく氏]
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